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<論 文 内 容 の 要 旨 > 
本論文は、これまでの女性の学習研究における学習の捉え方への批判を踏まえ、学習と
は何かを問うものである。合わせて、学習を支える教育者としての公的機関・施設の職員
の役割とその意義とは何かを考察する。具体的には、先行研究の検討、および女性の学習
と関連施策の変遷の確認を行った上で、3つの分野の事例を取り上げて実証的な検討を行
う。実証的研究においては、成人女性の経験やキャリア形成を通した学習とエンパワーメ
ント、そしてその成果としてのコミュニティ形成のプロセスを明らかにすることを目的と
する。 
まず、先行研究の検討（第2章）では、本論文の中心的テーマである学習を通した女性の
エンパワーメントをめぐって、①女性のエンパワーメント概念、②女性の学習研究、③経
験としての学習に関する研究、④学習とコミュニティ形成に関する研究の4つの領域に焦点
をあてた。 
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社会教育研究における1980年代以降の女性の学習研究は、都市部の主婦たちの公民館で
の学習実践を主とした「女性問題学習」を中心に議論が重ねられ、多様な女性や多様な活
動実践を捉える視角が不足している。これに対して、学習を経験としての関係性のなかで
捉える経験的学習論や、実践コミュニティへの参加による状況的、相互作用的なものとし
て捉える状況的学習論は、有用な分析枠を提示しているといえる。しかしながら、パワー
の問題が土のように作用しているのか、また個人はコミュニティへどのように影響を与え
ているか等については、さらに検討が必要である。一方、経済社会の大きな変化や東日本
大震災を契機として、コミュニティや社会における関係性の構築に、教育・学習がどのよ
うにかかわることが可能であるかを模索する先行研究が散見される。 
第3章では、女性の学習の変遷と関連する社会的・政策的動向を捉え、事例研究の焦点で
ある現在の時代性を確認した。男女共同参画施策が推進される現在では、性別役割分担の
解消を含め、社会基盤の大きな変更がめざされており、このなかにあって、個々の女性が
社会をつくる主体となることが必要であり、生活の中で女性がエンパワーメントしていく
ための学習の実践と研究が意義を持つことになる。 
このような先行研究の検討および女性の学習と施策の変遷を踏まえ、①農家に嫁いだ女
性（Aさん）が、東日本大震災での夫の死を経て、農地を守るためにハーブ栽培を始め、障
がい者や被災女性たちが集うハーブ園をつくる事例（第4章）、②漁村において、第一線で
職業上のキャリアを重ねた女性（Bさん）が、定年後に地域活動でもその力量を発揮して、
女性たちで株式会社を設立し、地域で獲れた魚を中心に提供するレストランを運営する事
例（第5章）、③子どもの頃から人間関係の維持や時間管理がうまくできずに生きづらさを
感じていた女性（Cさん）が、若年無業女性対象の講座を受講後に、女性に限定した自助グ
ループを立ち上げて活動する事例（第6章）の３つの事例について考察した。 
その結果、いずれの事例にも共通して、ノンフォーマルな学習の場での仲間や、行政や
学習施設の職員等との関係性が、それぞれのキャリア形成における転機に大きくかかわっ
ている。つまり、関係性のなかで学びがなされていることが示された。また、各転機にお
いて、関係性とともに、その関係性によって生じる感情や信念といった非認知的な変化
が、個人の学びやアイデンティティ、それ以降の行動に大きく影響することも示された。 
また、コミュニティ形成の担い手となることへの志向も、講座の受講や活動等を通した人
間関係のなかで芽生えていることが示された。そして、いかなるコミュニティをつくるかと
いう姿勢・態度は、ジェンダーに関する気づきや、関係性のなかでの課題の共有によって、
培われていることも示唆された。 
 
 
< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
日本は先進諸国のなかでも女性の社会的進出（ジェンダーギャップ指数）がもっとも遅れ
た国として評価されている。したがって、男女平等の実現、女性の社会的・政治的進出は重
要な政策的・実践的課題であり、彼女たちのエンパワーメントをいかに実現するのかという
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問題は緊要な研究課題でもある。本論文は、この政策的・実践的課題に取り組んだ実証的研
究として評価できる。 
その研究について評価すべき点も少なくない。まず、第１に、エンパワーメント概念の国
際的な議論を踏まえつつ、さらに研究の理論的立場を明らかにしていることである。エンパ
ワーメントをめぐる議論は、往々にして政策レベルの主張にとどまるところがあるが、日本
女性、とりわけ農業や漁業領域及び「無業女性」の現実の分析を通して実証的に究明しよう
としていることである。 
第２に、学習との関連を詳細に究明しようとしていることでる。経験的学習論の理論的立
場に立ち、社会的諸条件がいかに影響を与えているのか。学習のプロセスと女性たちのライ
フコースのイベント、転機などとの関連をとらえようとしている。構築主義というにはやや
単調な分析にとどまっているきらいはあるが、一方で、学習とエンパワーメントを直結して
理解する既存の議論を一歩すすめる研究として評価できるだろう。また、この領域の議論に
教育学の立場からの寄与をなしうる可能性を示した研究として評価できる。 
第３に、女性のエンパワーメントにおける女性センターや男女共同参画センター等の公的
機関、職員の教育者としての役割を明らかにしていることである。デューイにさかのぼるま
でもなく、すべての経験が教育的意義をもつわけではない。一方では、教育的価値をめぐる
選択の問題があり、他方では、教育者の役割が問われなければならない。この点を意識化し
つつセンターの果たしている役割を明らかにしている点は重要な学術的貢献となっている。  
しかしながら、本論文が課題として指摘したコミュニティへの広がりについては十分説得
的な実証は示し得ていない。また、経験的学習論とはいえ、学習論のより具体的立場と分析
概念とを明確化しておくべきだろう。こうした課題をいくつか残してはいるものの、「女性
のエンパワーメントに関する教育学的研究」というテーマに新たな知見を加えた研究として
評価できる。よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
  
